
 

令和 3年度 第 10回浦川原区地域協議会 次第 

 

               と き 令和 4年 1月 24日（月）18時 30分から 

               ところ 浦川原コミュニティプラザ 市民活動室 4、5 

 

１ 開 会（  ：  ） 

○会議の成立確認（成立出席委員数 6人） 出席委員数  人 欠席委員数  人 

○会議録の内容確認者の指名  確認委員の氏名  村松進副会長  

 

２ 報 告 

⑴ 市からの報告 

① 安塚区安塚地区農業集落排水処理施設の廃止及び浦川原特定環境保全公共下水 

   道への統合について（資料 1-1、1-2） 

⑵ 会長報告 

① 地域協議会会長会議について（資料 2-1、2-2、資料 2-追加配付） 

⑶ 委員報告 

 

３ 協 議 

⑴ 自主的審議事項の検討について（資料 3） 

 

４ その他  

⑴ 令和 3年度地域活動支援事業成果報告会の開催日程について 

 

５ 次回の会議日程 

 ・令和 3年度第 11回地域協議会 

   日時：令和 4年  月  日（ ）  時  分から 

   会場：                  

 

６ 閉 会（  ：  ） 



浦川原区地域協議会資料 

令和 4 年 1 月 24 日 

都市整備部生活排水対策課 

 

安塚区安塚地区農業集落排水処理施設の廃止及び 

浦川原特定環境保全公共下水道への統合について（報告） 

 

１ 廃止する理由  

安塚区安塚地区における農業集落排水事業について、汚水連携事業※の進捗に伴い、令和 4年 6

月から浦川原特定環境保全公共下水道事業として供用を開始する見込みとなったため。 

 

※ 汚水連携事業の目的 

人口減少に伴う使用料収入の減少等に対応するため、安塚区内における農業集落排水処理施設

を浦川原特定環境保全公共下水道に統合し、汚水処理の効率化を図るとともに、維持管理費を

抑制し、下水道事業の経営健全化を図るもの 

 

２ 農業集落排水処理施設（廃止施設）の所在地  

 上越市安塚区松崎 2682番地 

 

３ 実施日（変更日）  

 令和 4年 6月 1日（予定） 

 

４ これまでの経過等  

 平成 27年度～平成 29年度 

  ・上越市汚水再整備・再構築計画の策定 

  ・国県等との協議、詳細検討 

・下水道全体計画の見直し 

 平成 30年度 

  ・浦川原区地域協議会への説明（平成 30年 4月 20日） 

  ・下水道事業計画への編入 

 平成 31年度（令和元年度）～令和 4年度 

  ・管渠接続、浦川原浄化センター増設に係る実施設計及び工事の実施 

 令和 3年度 

・浦川原区地域協議会への説明（令和 4年 1月 24日） 

令和 4年度 

  ・特定環境保全公共下水道事業として供用開始（令和 4年 6月 1日を予定） 

 

５ その他  

・本件に関連する市条例（上越市下水道事業の設置等に関する条例）の一部改正案を令和 4年 3

月市議会定例会に上程する予定です。 

資料１—１ 



 

 

安塚処理区（農集）及び浦川原処理区（特環）位置図 

浦川原処理区 

浦川原浄化センター 

特定環境保全公共下水道　接続先

農業集落排水　接続元

既設管渠 

接続管渠 

安塚処理区 

（令和 4年 6月 接続予定） 

安塚地区農業集落排水処理施設 

松崎 

本郷 

安塚 

和田 

上方 

石橋 

板尾 

牧野 

おぐろ 

資料１—２ 



 

令和 3年度 地域協議会会長会議（1月 6日開催）における市からの説明事項の概要等 

地域協議会に期待することや、地域活動支援事業（令和 4年度）等について 

 ⑴ 市の現状認識 

  ・当市はこの間の市町村合併により、広大な面積を有し、様々な地勢や土地の利活用に富み、

住民の皆さんが育んできた歴史や文化なども様々です。 

  ・一方で、人口減少や少子高齢化などが進み、地域の活力を維持していくことが難しくなっ

てきており、地域の活性化につながる更に効果的な手立てが必要と考えています。 

 ⑵ 目指す地域分権 

・私の目指す「地域分権」とは、地域の活力向上を主眼に置くものと考えています。 

  ・地域の活力を向上するためには、多様な地域の資源を活用しながら、地域が自らの考えの

もとに、積極的に、地域の実情にあった取組を進めていくことが必要です。 

  ・この取組を有効に進めるためには、地域の方々や地域協議会、市職員が力をあわせて地域

のことを考え、実行に移す仕組みが求められます。 

  ・人口が減少していく中、世の中が変わってきており、地域も職員も「自分が実行して物事

を決めていく」基本に立ち返らないと物事は良い方向に進んでいかない状況にあること

から、実効性のある取組を生み出し、地域の活性化につなげたいと考えています。 

  ・実行に移す仕組みの一つとして、「地域独自の予算」を考えています。令和 5年度当初予

算の編成から段階的に取り組んでいき、地域で提案のあった事業ごとに市議会で予算案

を審議いただける方法を考えていきます。 

  ・これらの仕組みについては、令和 4年度にかけて検討していきます。 

 ⑶ 地域協議会への期待 

  ・当市の地域協議会の重要な役割として、区内の課題を対象に、地域の団体との連携・協力

関係を築く中で解決策を導き出すため、また、地域の意見を市政に反映するため、「自主

的に審議を行うこと」があります。 

  ・積極的に地域の方々と意見を交わす中で、「取り組むべき地域の課題を選び出し、どう解

決していくか」といった令和 5 年度予算案への反映を視野に入れた取組をお願いいたし

ます。 

  ・現状では、既存の制度として「地域を元気にするために必要な提案事業」があります。市

の担当課や総合事務所、まちづくりセンターでは、早い段階で議論に加わり、実現可能な

取組となるよう進めていきます。地域協議会におかれては、令和 4年度ではこの事業の活

用を念頭に置き、自主的審議を進めていくことを期待しております。 

 ⑷ 地域活動支援事業 

  ・地域活動支援事業は、民間の活動に対する補助であり、受け身の性格が強いことから、こ

れからの地域の活性化を考えた場合、十分な手法とは言えないと考えています。 

・地域活動支援事業については、令和 5 年度からの「地域独自の予算」までの経過措置と

して、地域の活動への配慮の観点から令和 4 年度に限ってこれまで同様の支援を行いた

いと考えています。 

  ・地域協議会におかれては、従来以上に自主的審議に集中し、議論を深めていただきたいこ

とから、その一環として、経過措置として行う令和 4年度の採択基準の検討や審査に係る

一連の作業は、総合事務所やまちづくりセンターが令和 3 年度のものを引き続き活用し

ながら行うこととし、地域協議会には審査等をお願いしないことを考えておりました。 

 市の今後の対応について                               

  地域活動支援事業の審査を含む取扱い等について、地域協議会会長会議での会長からの質

問、意見を踏まえ、検討を急ぎ進めています。その結果は、あらためてお知らせいたします。 

資料２—１ 























































地域活動支援事業（令和 4年度）の実施に関する考え方について（案） 

 

１ 実施主体について  

1月 6日の会長会議で市長から、「地域協議会からは従来以上に自主的審議に集中し、議論を深

めていただきたいことから、経過措置として行う令和 4年度の地域活動支援事業における審査及

び採択は、市が令和 3年度の各区の基準等を活用しながら行う」との説明を行いました。その後

の質疑の中で複数の会長から、「令和 4 年度も地域協議会に審査等を任せてほしい」といったご

意見がありました。 

そのご意見を踏まえて、改めて「市の今後の対応」を検討した結果、市による審査を基本とし

ながらも、「地域協議会が令和 5 年度予算案への反映を視野に入れた自主的審議を行うことを前

提に、地域協議会として地域活動支援事業の審査、採択を行う意向のある場合は、令和 3年度同

様に地域協議会へ審査等を依頼する」ことを考えています。 

なお、本取扱い案の概要は、令和 4年市議会 3月定例会での新年度予算の成立を前提としたも

のであり、市議会での議論により内容は変更となる場合があります。 

２ 個別事項について  
 

Ｑ１ 地域活動支援事業は、令和 4年度をもって終了するのか。 

 Ａ１ 地域活動支援事業は、令和 5年度からは実施しない方針です。 
 
 

Ｑ２ 経過措置として行う考え方はどういったものか。 

Ａ２ 今回の経過措置については、これまで活動されていた地域の団体の皆さんにとって、急と

なる事業の終了は活動方法の工夫や財源の工面といった点で対応することが難しいのではな

いかと考え、令和 4年度に限って支援を継続するものです。 
 
 

Ｑ３ これまでの審査基準は 28区でそれぞれ地域事情を踏まえたものとなっていたが、市が審

査等を行う区については、審査基準を統一するのか。 

Ａ３ 審査基準を統一する考えはありません。 

Ｑ２のとおり、令和 4年度は経過措置として考えており、それぞれの区では、これまで地

域ごとの考え方をまとめて基準等を作り、審査してきた経過があります。令和 3年度の審査

基準等を踏まえて審査することを考えています。 
 
 

Ｑ４ 市が審査等を行う場合、地域協議会が採択方針や審査結果について意見を述べることは

できるのか。また、これまで地域協議会が担ってきた作業の全部ではないが、一部につい

て、引き続き地域協議会が担うことはできるのか。 

Ａ４ 採択方針や審査結果について、地域協議会に報告する機会を設けたいと考えています。 

また、自主的審議の妨げとならない範囲で、審査基準の見直しや審査の実施などの一部に

あっても地域協議会が関わることができるよう考えています。 
 
 

Ｑ５ 配分額に満たなかった場合の対応として、追加募集の取扱いは全区で統一するのか。 

Ａ５ これまで活動されてきた地域の団体の皆さんへの配慮を前提としており、経過措置の趣旨

からも、募集は 1回と考えています。 
 
 

Ｑ６ 令和 4年度の経過措置の予算額は、これまでどおり 1.8億円か。 

Ａ６ 令和 4年度の予算案は決定していませんが、1.8億円程度を予定しています。 

資料２－追加配付 



 
自主的審議事項の検討について 

 

 

テーマ 委員提案内容 グループ分け 市（事務局） 

◆未来の浦川原を担う子どもたちの育成、地域へ

の愛着醸成 

６ 村松副会長…未来の子ども達が浦川原区内に住み続けるまちづくり 

７ 春日委員…地域の絆を育てる場づくりを提供（子どもから高齢者まで一堂

に集まり、1つの事を成し遂げる事業） 

９ 北澤(正)委員…浦川原区の伝統芸能・郷土芸能としての雅楽（子供雅楽） 

         の復活と伝承・継承 

 

 

Ａグループ 
 
リーダー 

池田副会長 
 
相澤委員 

赤川委員 

春日委員 

北澤(正)委員 

杉田委員 

宮川委員 

大橋次長 

西條主事 

上野主事 

◆若者・子育て世代に向けた取組 

      
○若者・子育て世代のニーズを把握するため

の意見交換 
３ 宮川委員…これからの浦川原区について 

 
若者に特化したテーマ（自然な出逢いの場

づくり） 
11 杉田委員…結婚したい人のための出会いの場の創造 

○人口減少傾向への歯止め １ 赤川委員…浦川原地区の人口増を考える 

２ 相澤委員…大浦安の人口流出を止めよう（浦川原区で宅地提供を） 

◆文化の伝承 10 北澤(正)委員…浦川原の姿をアーカイブとして後世に残す 

  

テーマ 委員提案内容 グループ分け 市（事務局） 

◆大浦安を視野に入れた広域的な課題（※共通課題の解消に向けた合同形式の自主的審議事項） 
Ｂグループ 
 
リーダー 

藤田会長 
 
小野委員 

北澤(誠)委員 

五井野委員 

村松副会長 

山崎グループ長 

北澤班長 

  

   

  

○中山間地域における公共交通の在り方 ４ 藤田会長…北越急行（ほくほく線）を、より利用し存続を図るため、あら

ゆる分野で手立てを講ずる 

５ 村松副会長…浦川原区内公共交通の在り方 

○大浦安における学校の在り方 ８ 五井野委員…浦川原区・安塚区・大島区 3区の小中学校の今後の方向性を 

考える 

資料３ 


